
向いてしまうとその安全性がないがしろにされてしまう恐れがある。この目標には件数を満たすことに

集中するのではなく、安全に行える状況をいかに整えるかに注力することで安全に運営できる、安定した

緊急手術応需の土台が得られる。

できているのではないか、と考えることができる。

□ Ｓ ：大幅な目標を上回った

☑ Ａ⁺ ：目標を多少上回って達成

□ Ａ ：目標を達成

□ Ｂ⁺ ：目標を少し下回った

□ Ｂ ：目標を下回った

□ Ｃ ：目標を大幅に下回った

□ − ：外的要因より継続困難となった

はじめて手術が成立するため、実績を増やすためには応需率をあげることでしか得られず、他診療科の

がんばりに依存する性質があることが否定できない。

【麻酔科】

　緊急手術は定期手術と比較し、情報収集の不足や十分な事前準備が困難であったり、逼迫する状況に

はこの一昨年度と比較してしまうと減少しているようにみえるが、定期手術の件数が増加している中で

安全にこれだけの件数を応需することができたことは、安全な麻酔管理を一昨年度より充実することが

目標：ゴールの課題・改善策
　各患者の術前の状況や緊急で行う手術の目的が一様ではないため、緊急手術の結果どのような状況で

あったから「よかった」「わるかった」と定義することは難しく、応需の件数でしか数値上評価するこ

さらなる意識の向上が求められる。また、緊急手術そのものに関しても、他診療科からの依頼があって

その他

クオリティインディケーター（QI）成果報告

とができない。安全な医療を提供するという目標に関しても数値的ゴールがないため、麻酔科各々の

指標名
緊急手術の応需

目標：ゴール
　定期手術を安全に運営することに加え、緊急で手術が必要な患者も緊急度に応じ対応する必要がある。

緊急であっても定期手術と同様安全に対応する必要があり、安全に対応できるよう環境を整えることも

目標：ゴール達成度

対してストレスがかかっている中でも適切な判断が求められる場面に遭遇しやすい。そのうえで、患者

を安全に管理できる環境を整えることに十分意識することは必至であるが、件数をこなすことに意識が

目標：ゴールに対する成果の状況
目標件数である350件を十分に達成していることに加え、2023年度は優に必要件数を超えていた。昨年度

る350件以上を安定して満たすことを目標とした。

必要である。そのなかでも下記表に記載している緊急手術の件数をふやし、年間必要件数として定めてい

目標：ゴール達成による効果

■全身麻酔による緊急手術  年間実績　 　　【年間必須件数：350件】

※緊急手術・・・「手術が緊急である」と判断した時間から手術開始までの時間が24時間以内の場合

104 128 388 422167 200 236 268 315 355

年度累計

件数 30 43 31 24 39 33 36 32

10月 11月 12月 1月 2月 3月

47 40 33 34
422件／350件

累計 30 73

104 139 365 393

2023年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月

180 214 240 271 304 339

年度累計

件数 29 41 34 35 41 34 26 31

10月 11月 12月 1月 2月 3月

33 35 26 28
393件／350件

累計 29 70

2024年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月


